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北部第１配水池
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配線表・特記仕様書



3　防水改修工事

省大臣官房官庁営繕部制定の｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)」(以下「標仕」という。)による。

・ 印の付かない場合は,※印の付いたものを適用する。

（４）特記事項に記載の (      ) 内表示番号は,標仕の当該項目,当該図又は当該表を示す。

（３）特記事項に記載の [     ] 内表示番号は,改修標仕の当該項目,当該図又は当該表を示す。

・ 印と ※ 印の付いた場合は,共に適用する。

（２）特記事項は,・ 印の付いたものを適用する。

（１）項目は,番号に　 印の付いたものを適用する。

様書(建築工事編)(令和4年版)｣(以下,｢改修標仕｣という｡)による。また,改修標仕に記載されていない事項は,国土交通

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は,すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕

２．特記仕様

１．共通仕様

Ⅱ  　 建築改修工事仕様

7　塗装改修工事

9　環境配慮改修工事

8　耐震改修工事等(浸水対策)

6　内壁改修工事

5　建具改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

外壁改修工事

タイル張り仕上げ外壁

吹付仕上げ外壁

モルタル塗り仕上げ外壁

コンクリート打ち放し仕上げ外壁

ただし,他の工事種目は全て,今回工事範囲とする。

・「3．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

５．工事範囲

工事項目

2　仮設工事

工事種目

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

Ⅰ  　 工事概要

仕 様 書

（５） 　 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）の特定調達品目を示す。

関係法令等（条例を含む）に抵触する場合には,関係法令等の遵守（1.1.13）の規定を優先する。

（２）改修標準仕様書で「特記がなければ,」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において,それらが

なお,関係法令を遵守する場合は具体的な対応策について監督職員と協議すること。

Ｇ

なお,特定調達品目か否かの判断基準は現場説明書による。ただし,東日本大震災の影響により,特定調達品目の使用が困

難な場合には,監督職員と協議するものとする。

浸水対策工事

4-1

4-2

4-3

4-4

(3)安定的な供給が可能であること

本工事に使用する材料等は,設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用する。

ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上のものとする場合は,あらかじめ監督職員

(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

(1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること

(4)法令等で定める許可,認可,認定又は免許等を取得していること

(6)販売,保守等の営業体制が整えられていること

(5)製造又は施工の実績があり,その信頼性があること

適用工事種目

・ 現場説明書による   　 

改修標仕及び,標仕に記載されていない特別な材料の工法については,材料製造所の指定する

※ 適用する

・ 積雪区分　H12 建告示第 1455 号　別表（　　）

※ 風速（Vo=　　　　　　　　　　）

・ 建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課制定　令和4年版）

・ 建築基準法に基づき定められる区分等の適用工事

※ 現場説明書による 　　・ 構外搬出適切処理

・ 工事写真の撮り方（改訂第３版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

※ 適用する

技能士

特別な材料の工法9

11

材料の品質等

条件明示項目

電気保安技術者

8

5

4

・

品質計画等

発生材の処理等

工事実績情報の登録

適用基準等

2

6

3

1

1

章 項　　目

・

技  能  検  定  作  業

 [1.6.2]

 [1.3.8]

特　　記　　事　　項

 [1.3.5]

 [1.3.3]

（1.2.2）

 [1.1.4]

7 環境への配慮

工法とする。

防水改修工事 ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ FRP防水工事作業

外壁改修工事

建具改修工事 ・ ビル用サッシ工事作業　　・ ガラス工事作業

・ 自動ドア施工作業

・ 左官作業　・ 内外装板金作業

内装改修工事 ・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業

・ ボード仕上げ工事作業　　・ 鋼製下地工事作業

塗装改修工事 ・ 建築塗装作業

耐震改修工事 ・ 鉄筋組立作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ ・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

・ ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

植栽工事 ・ 造園工事作業

石工事 ・ 石張り作業

・ 壁装作業　　・ 大工工事作業　　・ タイル張り作業

施工数量調査10 調査範囲及び調査方法　※ 図示  [1.5.2]

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※ 図示　　　  [1.5.3]

の承諾を受ける。

材料・機材等の製造業者等は次の（１）から（６）すべての事項を満たすものとし,この証明

となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督

職員の承諾を受ける。

※製材等,フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は,グリーン購入法の基本方針の判

断の基準に従い,あらかじめ,｢木材・木材製品の合法性,持続可能性の証明のためのガイドラ

イン｣（林野庁　平成18年2月15日）に準拠した証明書を,監督職員に提出する。

 [1.4.2]

 [1.4.1]

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく

環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項(「資材の梱包及び容器は,

可能な限り簡易であって,再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。」)に

留意すること。

 本工事の建築物内部に使用する材料等は,設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると

共に,次の 1）から 4）を満たすものとする。

1）合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,MDF,パーティクル

  ボード,その他の木質建材,ユリア樹脂板,壁紙,接着剤,保温材,緩衝材,断熱材,塗料,

2）接着剤及び塗料はトルエン,キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

  設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

4）1）の材料等を使用して作られた家具,書架,実験台,その他の什器類等は,ホルムアルデ

　ヒド,アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか,発散が極めて少ない材料を使用した

また,設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は,次のとおりとする。

   規制対象外

       　 ヒド発散建築材料以外の材料

   第三種

化学物質を放散させる建築材料等

  仕上塗材は,アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか,発散が極めて少ない材料で,

  難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

3）接着剤は,可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない

  ものとする。

       ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種,第二種及び第三種ホルムアルデ

       ② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

       ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

       ② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

・ 左官作業   　・ タイル張り作業　　・ 建築塗装作業

                            　・ カーペット系床仕上げ工事作業

               　・ 型枠工事作業　・ とび作業

21
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化学物質の濃度測定12

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,スチレン

測定はパッシブ型採取機器により行う。

測定対象室        ・ 図示          

測定箇所数        ・ 図示          

報告の様式等については,現場説明書による。

着工前の測定      ・ 行う

の濃度を測定し,報告すること。

 (1.5.9)

・ 既存図面修正

※ 作成する        詳細は現場説明書による

完成図等13

・ 完成図

　[1.8.1～3][表 1.8.1]

・ A 種　・ B 種　・ C 種　・ D 種　・ E 種

防護シートによる養生　※ 行う  ・ 行わない

仮設間仕切り等の種別

種　別

構内既存の施設　※ 利用できない　・ 利用できる（※ 有償　・ 無償）

構内既存の施設　※ 利用できない　・ 利用できる（※ 有償　・ 無償）

既存家具等の養生　※ ビニルシート等　

固定家具等の移動　※ 行わない　　　　・ 行う（図示）

既存部分の養生　　※ ビニルシート等　

材料,撤去材等の運搬

種別　※ A 種　・ B 種　・ C 種　・ D 種

・内部足場　　種別　※ きゃたつ,足場板等　

工事用水

工事用電力

監督職員事務所4

6

5

※ C 種

仮設扉

・ A 種

・ B 種

仮設間仕切

養生

足場その他

3

2

1

2
・外部足場

　[2.4.1][表 2.4.2]

※ せっこうボード（※ 9.5　・　　　）

・ 合板（※ 9.0　・　　　　）

※ 片面フラッシュ程度　

※ 合板張り程度　

仕上材（厚さ mm）

　単管下地

※ 軽量鉄骨

・ 鋼製扉

※ 木製扉

・ 木下地

下　地

防炎シート

※ 無し

・ 有り

※ 無し

・ 片面

塗　装

　[2.2.1][表 2.2.2]

　[2.2.1][表 2.2.1]

　[2.3.2][表 2.3.1]

 [2.3.1]

 [2.2.1]

設備機器の位置,取合い等が検討できる施工図を提出して,監督職員の承諾を受ける。

※ 図示　　・設計ＧＬ= 現状ＧＬ

工事写真

設備工事との取り合い

設計ＧＬ

17

15

16

埋設配管・配線および14

充てん材　※グラスウール　32K(厚：50mm以上)　 　・　　

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法,「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか,次による。

（1）作業主任者は,エックス線作業主任者の資格を有するものとし,資格を証明するもの

とし,資格を証明する資料を監督職員に提出する。

（2）放射線照射量は最小限のものとし,照射中は人体に影響のない程度まで照射器より離

れる。また,作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

（3）露出時間は,コンクリートの厚さ等により,適宜調整する。

（4）付近にフィルム,磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

（5）躯体の墨出しは,表裏でズレがないように措置を講ずる。

撮影枚数　    枚　

フィルムサイズ　

コンクリート厚さ　　  ｃｍ

足場を設ける場合,改修標仕２．２．１（ｂ）によるほか,設置においては,「手すり先行工法

による足場の組立て等に関する基準」における２の（2）手すり据置方式又は（3）手すり先行専

用足場方式により行うこと。

・設ける（規模及び仕上げの程度,並びに設置する備品等の種類及び数量は

　現場説明書による）

・ 設けない

・ 既存建物内の一部を使用する

充てん材

※ 有り

※ 無し

・ 有り

・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管・配線等の位置の墨出を行う

範囲　※　図示　

鉄筋調査

あと施工アンカー工事

６章９および８章１６による

コア抜き,はつり工事等

※ 既存資料調査

A 種

仮
設
工
事

1

3
　[3.3.2,3][表 3.1.1][表 3.3.3～10]アスファルト防水

・ 乾式保護材の材料　 ※ 押出成形セメント板　厚さ 15mm

Ｐ０Ｄ工法の改修ドレン　　　　　　　　※ 設けない　　・ 設ける

Ｍ３Ｄ,Ｐ０Ｄ工法の脱気装置　　　　　※ 設けない　　・ 設ける

既存露出防水層表面の仕上げ塗装（Ｍ４Ｃ工法の場合）   ・ 除去する

断熱工法の断熱材　　厚さ(mm)　※ 25　

ただし,

・ れんがの種類　　 　※ 見え隠れ部分は市販品のれんが又は,市販品のれんが形

コンクリートブロックとする。

保護コンクリートのコンクリート種類　　※ 無筋コンクリート

立上り部の保護

・ Ｐ１Ｂ

・ Ｐ１ＢⅠ  ・ Ｔ１ＢⅠ　

防水改修工法の種類

・ Ｐ２Ａ

・ Ｍ４Ｃ

・ Ｍ３Ｄ 　 ・ Ｐ０Ｄ

・ Ｐ１Ｅ  　・ Ｐ２Ｅ

・ Ｐ２ＡⅠ

アスファルトの種類　※ ３種

露出

防水

屋内

防水

防

水

保

護

 [3.2.6]

 [3.3.2]

 [3.3.2]

新規防水層の種別

・ Ｃ  -１　　※ Ｃ  -２

・ Ｄ  -１　　※ Ｄ  -２

・ ＢⅠ-１　  ※ ＢⅠ-２

・ ＡⅠ-１ 　 ※ ＡⅠ-２

・ Ａ  -１　　※ Ａ  -２

・ Ｂ  -１ 　 ※ Ｂ  -２

・ Ｅ  -１　　※ Ｅ  -２

（保護層は図示による）

施工箇所

 [3.3.3]

 [3.2.5]

 [3.3.2]

[3.2.2][3.3.2]

ノンフロンのもの Ｇ

防
水
改
修
工
事

脱気装置5  [3.3.3][3.4.3][3.5.3]［3.6.3］

7

6

掃　除　口　　　　※ 有り　　　　　・ 無し

※ 配管用鋼管 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管 

・ 次の箇所は行わない（　　        　　　　　　　　　　　　　　）

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒドの放散量

縦どい受け金物の取付け

※ 図示　・ 標仕 13.5.3 (d)(2) による

といの材種

鋼管製といの防露

※ 規制対象外          ・ 第三種

とい

 [3.8.3]

[3.8.2][表 3.8.1]

[3.8.3][表 3.8.4]

・ ステンレス　　　　　・ 鋳鉄

・ 合成ゴム　　　・ 塩化ビニル樹脂

・ ステンレス　　・ 銅

・ ポリエチレン樹脂　　・ ＡＢＳ樹脂

・ 拡幅シーリング再充てん工法　・ ブリッジ工法

※ 下表以外は,改修標仕表 3.7.1 を標準とする

・ シーリング充てん工法　　　　・ シーリング再充てん工法　　　　

・ 立上がり部脱気型

シーリング改修工法の種類　　

・ 平面部脱気型

シーリング材の種類,施工箇所

シーリング

施工箇所

種　　類

シーリング材の種類（記号）

材　　質

[3.7.2][表 3.7.1]

m  当たり１箇所

（　　　　　）

m  当たり１箇所

（　　　　　）

設置数量

4

3

2

[3.9.2][表 3.9.1]アルミニウム製笠木8

・ＡＳⅠ-１ ・ＡＳⅠ-２・Ｍ３ＡＳⅠ工法

目地処理　ＰＣコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　）

・ＳⅠ-Ｍ３

・ＳⅠ-Ｍ１ ・ＳⅠ-Ｍ２

・ＳⅠ-Ｆ１ ・ＳⅠ-Ｆ２

・Ｓ-Ｆ２　 ・Ｓ-Ｍ２

・Ｓ-Ｆ１   ・Ｓ-Ｍ１

・Ｓ-Ｍ１ 　・Ｓ-Ｍ２

既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（Ｌ４Ｘ工法の場合）　・ 除去する

施工箇所

・Ｓ４ＳⅠ工法

脱気装置　・ 設ける　・ 設けない

・Ｍ４ＳⅠ工法

・Ｐ０Ｘ工法

・Ｌ４Ｘ工法

脱気装置　※ 設けない　・ 設ける

防水改修工法の種類

塗膜防水

・Ｍ４ＡＳⅠ工法

・ＰＯＡＳⅠ工法

・Ｓ３ＳⅠ工法

・ＰＯＳⅠ工法

脱気装置　※ 設けない　・ 設ける

・Ｐ０Ｓ工法

・Ｓ３Ｓ工法

・Ｓ４Ｓ工法

ルーフィングシート

防水

合成高分子系

施工箇所

[表 3.1.1][3.6.3][表 3.6.1～2]

新規防水層の種別

※  Ｘ -１　

※  Ｘ -２　

・ シルバー

・ カラー

仕上げ塗料塗り

 [3.2.6]

 [3.6.3]

 [3.5.3]

 [3.5.4]

仕上げ塗料等

・ カラー

[3.5.2][表 3.1.1][3.5.3][表 3.5.1]

・ シルバー

新規防水層の種別

※ 非歩行

・ 軽歩行

使用分類

・Ｐ０ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳ工法

・Ｍ４ＡＳ工法

防水改修工法の種類

改質アスファルト

シート防水 施工箇所

[3.4.2][表 3.1.1][3.4.3][表 3.4.1～3]

・ＡＳ-４　 ・ＡＳ-５　 ・ＡＳ-６

・ＡＳ-１　 ・ＡＳ-２　 ・ＡＳ-３

新規防水層の種別 厚さ(mm)

※ 重ね形　　・ はぜ締め形　　・ かん合形

※ 塗装溶融 55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ 150)

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚   ※ 0.6　・ 0.8

軒先面戸板

断　熱　材

防火性能

折板葺9

・

材　　　料

（規格等）

形　　　式

形状(mm)

(13.3.2,3)(表 13.2.1)

 [3.9.3]

・ 建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管(RF-VP)

備　　考表面処理種　類 呼称肉厚(mm) 固定間隔

・ 100形

・ 250形

・ 350形

・ 300形

2.0以上

1.8以上

1.6以上 隅角部及び突当たり部等の

役物は本体製造所の仕様に

画で定めたも

間隔は品質計

固定方法及び

　（　　　　）

　 Ｂ-1 種

・ Ｂ-2 種

※ Ａ-1 又は

の

よる。

[3.7.4～7][表 3.7.1]

・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(RF-VP)

工法

既存笠木等の撤去　・ 行う （範囲 ※ 図示　・　　　　）

下地補修の工法　※ 図示　　

防水改修工法の種類

2

2

Ｇ

Ｇ

・Ｐ１Ｙ工法 ※  Ｙ -１　

・Ｐ２Ｙ工法 ※  Ｙ -２　

板材折曲げ形の取付寸法　・図示　　

※ 30 分耐火　　・ 無し

※ 有り　　・ 無し

※ 有り（種別：　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・ 無し

（ そ－５ ） 北部第1配水池浸水対策工事

※ 地表面粗度区分（  ・Ⅰ　   　・Ⅱ　   　・Ⅲ　   　・Ⅳ　   ）

４．工事内容

・Ｍ４Ｓ工法 屋根

1 .出入口扉変更(防水扉に変更)

3 .ガラリ封鎖(ＲＣ壁に変更)
2 .窓封鎖(ＲＣ壁に変更)

4 .ルーフファン撤去
5 .ルーフファン用立上り+ルーフファン本体新設
6 .防水マンホール蓋新設（受枠共）
7 .既存開口部閉塞
8 .外壁塗装改修
9 .屋上防水改修

工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 －－－特記仕様書（１）

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

Ａ－２

甲府市上曽根町1007-2

10.アスベスト除去(外壁+内壁)

アスベスト除去含む

（北部第1配水池）甲府市上曽根町1007-2

浸水対策工事　一式

725.9㎡

（建築面積：182.35㎡）

※営繕工事写真撮影要領　令和５年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部制定

受注者は、下請負者を用いる場合には、金額･工種の如何にかかわらず、末端の

「甲府市暴力団排除条例の施行に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として

下請負業者まで反映させた、「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう

また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更

なお、提出は打合せ簿によるものとする。

するものとし、遅滞なく監督職員へ提出するものとする。

その他18

記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督職員へ提出するものとする。

建築工事設計図



※ 建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

・ 可とう系改修塗材ＣＥ

・ 可とう系改修塗材ＲＥ

・ 可とう系改修塗材Ｅ

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 可とう形複層塗材ＣＥ

・ 防水形複層塗材ＲＳ

※ 既存仕上面全体　

※ 上記処理範囲以外の既存仕上面全体

※ 既存仕上面全体　

処理範囲

既存塗膜劣化部の除去,下地処理の工法

4-4
1 既存塗膜等の除去

・ 防水形複層塗材ＣＥ

防火材料の指定が必要な場合

・ 可とう系改修用

仕上塗材

・ 防水形複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材Ｅ

仕上げ塗材仕上げ

下地調整材

及び下地処理

2

3

種類,仕上げの形状,工法

・ 薄付け仕上塗材

・ 複層仕上塗材

種　　類

・ 外装薄塗材Ｓ

・ 複層塗材Ｓｉ

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材ＲＥ

・ 複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材ＲＳ

・ 外装薄塗材Ｓｉ

・ 外装薄塗材Ｅ

呼び名

加圧力 ※ 30MPa程度以上

※ 高圧水洗工法

・ サンダー工法

工　法

・ 水洗い工法

・ 塗膜はく離剤工法

※ 下地調整塗材 (※Ｃ－１　・Ｃ－２　・ＣＭ－２　・　　　　　）

・ ポリマーセメントモルタル

・ 防水形仕上げ塗材主材を使用

・

[4.6.3][表4.6.1～4]

・ メタリック

 [4.2.2](15.5.2)

防水形の増塗材　※ 行う

・ ゆず肌状

・ さざ波状

・ 平たん状

・ ゆず肌状　・ さざ波状　・ 凹凸状

・ 砂壁状　　・ ゆず肌状　・ さざ波状

・ 砂壁状　　・ 着色骨材砂壁状

外観　※ つやあり　・ つやなし

・ ゆず肌状　・ 凸部処理　・ 凹凸模様

仕上げの形状

・ 砂壁状

溶媒　※ 水系　・ 溶剤系

樹脂　※ アクリル系

耐候性　※ 耐候形３種　

上塗材

下地面の補修

　[4.1.4][4.2.2][表4.2.3～4]

　[4.2.2][4.6.3]

・

（既存塗膜の除去範囲は処理面積

の 30% とする）

4-1又は4-3による

・

（既存塗膜の除去範囲は既存塗膜

の劣化部とする）

※ 規制対象外       ・ 第三種

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

・ ピボットヒンジ

・スイングドア

※ スライデイングドア

開閉方法

錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

なお,錠前類は建具製作所の指定するものとし,監督職員の承諾を受ける

・ 丁番（内部建具については,軸を鉄芯としてもよい）

マスターキー　※ 製作する　・ 製作しない

品質規格　※ 改修標仕 表5.8.1 による

・ 凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による　

・ 鳥の子

寸法(mm)

※　建具表による

建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

かまち戸の樹種　かまち（　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　　　）

ふすまの上張り　※ 新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）

ガラスブロック　　品質 JIS A 5212 によるもの

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

改修標仕 5.12.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は(社)日本建築学会 JASS 17

ガラス工事「3.1 納まり寸法標準」によるほか,性能値が確認できる資料を監督職員に提出する

・ 製造所標準仕様による

ガラス留め材及び溝 ガラス留め材

ステンレス製

建具用金物

ガラス

建具用金物

吊金物

自動ドア開閉装置

自閉式上吊り引戸装置

木製建具

※ シーリング材　・ ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

[5.12.2][表 5.12.1]

※ シーリング材 

※ シーリング材 

材　　種

[5.12.3]

　[5.6.2,3][表 5.6.1,2]

　[5.8.3][表 5.8.1]

　[5.7.2,3][表 5.7.1～3]

・ 乳白　　・ カラー（　　　　　　）

※ クリア　・ 熱線反射

色　　調 パターン

・ 光電スイッチ

※ 光線スイッチ

・ マットスイッチ

センサの種類

(16.6.2)

防火認定

※ 無し

・ 有り

[5.12.2]

 [5.6.4]

　(表 16.6.3)

　(16.6.2)

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・ 適用する

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密扉の簡易気密型ドアセットの適用は特記による

・ アルミニウム製建具

建具の種類

外部に面する建具

・ ステンレス製建具

・ 鋼製軽量建具

Ｓ-６

Ｓ-５

Ｓ-４

耐風圧性

網の種別　※ ガラス繊維入り合成樹脂製  ・ 合成樹脂製　・ ステンレス製（SUS 316）

・ Ｃ-２種又はＢ-２種（※ ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ ﾌﾞﾗｯｸ　・ ｽﾃﾝｶﾗｰ）

形　　式　※ 外部可動式　・ 固定式

表面処理  ※ Ｃ-１種又はＢ-１種

・ 特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

※ Ｂ-１　・ Ｂ-２（※ ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ ﾌﾞﾗｯｸ　・ ｽﾃﾝｶﾗｰ）

特定防火設備の戸　　・　適用する

表面仕上げ　※ ＨＬ仕上げ　・ 鏡面仕上げ　

曲げ加工　　※ 普通曲げ　　・ 角出し曲げ（補強有り）

鋼製軽量建具

ステンレス製建具

鋼製建具

アルミニウム製建具

網戸

屋内建具

・防虫網

表面処理

・ Ａ種

・ Ｃ種

・ Ｂ種

種　別

改修工法の適用

見本の製作等2

5
1

・ 鋼製建具

耐風圧性能

シャッターの種類

・ 一般重量シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 外壁用防火シャッター

・ 屋内用防煙シャッター

ガイドレール等

セクション材

※ スチールタイプ

・ シャッターの二段降下方式

危害防止機構　　

一般重量シャッターのシャッターケース　　※ 設ける　・ 設けない

スラット　材質　※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板

※ 障害物感知装置 (自動閉鎖型)

・ ファイバーグラスタイプ

・ アルミニウムタイプ

耐風圧

 形状　※ インターロッキング形　・ オーバーラッピング形

※ 上部電動式（手動併用）　・ 上部手動式

※ 手動式 ・上部電動式（手動併用）

※ 鋼板製　・ ステンレス製 SUS 304（厚さ 1.5mm）

施工箇所

　[5.3.2][表 5.3.1]

　[5.2.2][表 5.2.1]

　[5.2.4][表 5.2.2]

　[5.2.4][表 5.2.2]

枠見込み(mm)

※ Ａ-３

　Ａ-４

気密性

・   

　Ｗ-５

※ Ｗ-４

水密性

※ 70

・  

　100

※図示

　[表 5.5.1]

 [5.5.5]

 [5.5.2]

 [5.3.4]

 [5.4.2]

軽量シャッター

オーバーヘッドドア

 [5.2.3]

開閉形式

撤去工法かぶせ工法

・

・

・

・

・

・ 外部

・ 内部

・

・

・

・

・

重量シャッター [5.1.5]

 [5.1.3]

開閉機能

[5.10.4]

[表 5.10.2]

[5.10.3]

[5.11.2～4][表 5.11.1～2]

※ バランス式 ・ スタンダード形

・ チェーン式

　　　　　　Pa

・ 電動式

・ バーチカル形

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

開閉方式

（           ）N/m  

収納形式

・ 溶融亜鉛めっき鋼板

（SUS 304）

※ ステンレス鋼板

ガイドレールの材質

[5.10.2][表 5.10.1]

 [5.9.2]

耐風圧　　 (            ) N/m

耐風圧　　 (            ) N/m

 [5.9.2]

　[5.9.2][表 5.9.1]

 [5.5.4]

適用箇所

※ 建具表による　・ 図示

※ 建具表による　・ 図示

※ 建具表による　・ 図示

※ 建具表による　・ 図示

※ 建具表による　・ 図示

・ 適用する（図示）防犯建物部品3  [5.1.7]

14

13

12

11

10

9

8

7

6

4

5

防音ドアセット　・ 防音サッシ　・ 適用する　遮音性の等級（　　）

耐震ドアセット　・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

断熱ドアセット　・ 断熱サッシ　　・ 適用する　断熱性の等級（　　）

・ SSLD-1

・ 電子マットスイッチ

・ 熱線スイッチ

・ 音波スイッチ

・

・ 多機能便所スイッチ

・ SSLD-2

・ DSLD-1

・ DSLD-2

・ SWD-1

・ SWD-2

性能

鍵箱　・ 適用する

・ ガラスブロック積み（※ 図示）

[5.12.5]

16

17

18

・塗装溶融亜鉛 -5% アルミニウム合金めっき鋼板及び綱帯

及び綱帯

強度 

強度

強度

（        ）

2

2

2

Ｇ

・ 塗装溶融亜鉛 -5% アルミニウム合金めっき鋼板及び綱帯

片開き,親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950㎜又は

有効高さが2,400㎜を超える場合の鋼板類の厚さ　　　※図示

片開き,親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950㎜又は

有効高さが2,400㎜を超える場合の鋼板類の厚さ　　　※図示

屋外

屋内

施工箇所

※　SUS304又はSUS430J1L

鋼材の種類

縁仕上　・　塗り縁　・　生地縁（素地）　・　生地縁（ウレタンクリヤー塗装）　(表 16.6.9)

・   

ガラス用フィルム15

（内張り用） 記号用途による区分

品質　JIS A5759 による　　

・ ガラス飛散防止フィルム　　

・ 日射調整フィルム/ガラス飛散防止フィルム

・ ガラス貫通防止フィルム

・ 日射調整フィルム/ガラス貫通防止フィルム

※ GS-A･B

・ SC-A/GS-A･B　・ SC-B/GS-A･B　

※ SF-A

・ SC-A/SF-A    ・ SC-B/SF-A　

※　SUS430　・SUS304又はSUS430J1L

・防鳥網

　網の種別　※ ステンレス製（SUS304）線材（線径 1.5㎜　網目寸法 15㎜）

図示

(内壁仕上改修に
使用）

外
壁
改
修
工
事　

塗
り
仕
上
げ
外
壁

建
具
改
修
工
事

 [7.4.2～7.15.2][表7.4.1～7.15.1]4

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種・Ｂ種

※ Ａ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

せっこうボード面・木部等

木部

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内コンクリート面

塗装面

屋内亜鉛めっき鋼面

・Ａ種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

屋内木部

鋼製建具

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部（外部）

屋内のコンクリート面

・フタル酸樹脂エナメル塗り

・合成樹脂調合ペイント塗り

※ Ａ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

・A－1種 ・A－2種

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

・Ａ種　※Ｂ種

木部

木部

エマルションペイント塗り

押出成形セメント板面

コンクリート面

鉄鋼面

工　程

塗替え
塗　装　面塗 装 の 種 類

新　規

コンクリート面

モルタル面

プラスター面

せっこうボード面

・Ａ種　・Ｂ種※ Ｂ 種 　

・Ａ種　・Ｂ種※ Ｂ 種 　

・Ａ種　・Ｂ種※ Ｂ 種 　

・Ａ種　・Ｂ種※ Ｂ 種 　

（SOP)
※ Ａ 種 　

※Ａ種

※Ａ種

・B－1種 ・B－2種

コンクリート面

モルタル面

プラスター面

せっこうボード面

・Ａ種　・Ｂ種※ Ｂ 種 　

・Ａ種　・Ｂ種※ Ｂ 種 　

・Ａ種　・Ｂ種※ Ｂ 種 　

・Ａ種　・Ｂ種※ Ｂ 種 　

・Ｃ種

・木材保護塗料塗り(WP) ・Ａ種　※Ｂ種木部

（FE)

塗り（NAD)

（DP)

（EP-G)

塗り（EP)

上塗り

・１級

・２級

・３級

　上塗り

・１級

・２級

・３級

・C－1種 ・C－2種

木部（内部） ※ Ｂ 種 　 ※ Ｂ 種 　

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種(ふっ素樹脂塗料)

(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料)

(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料)

(ふっ素樹脂塗料)

(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料)

(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料)

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

※Ｂ種

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種別　　※１種　  [7.4.2]

(18.6.2)

[7.4.3]

[7.4.3]

[7.4.4]

[7.4.5]

[7.4.5]

[7.8.2]

[7.8.3]

(18.7.4)

[7.9.3]

[7.9.4]

[7.9.5]

[7.9.2]

[7.10.2]

[7.11.2]

[7.12.2]

[7.6.2]

[7.6.3]

[7.6.3]

(18.7.4)

[7.9.2]

[7.9.2]

[7.9.2]

[7.10.2]

[7.10.2]

[7.10.2]

[7.10.2]

[7.5.2]

[7.14.2]

[7.4.3]

[7.4.3]

[7.4.4]

[7.4.5]

[7.4.5]

[7.7.2]

[7.8.2]

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

[7.8.3]

[7.8.4]

[7.8.4]

[7.9.3]

[7.9.4]

[7.9.5]

[7.9.2]

[7.10.2]

[7.9.2]

[7.9.2]

[7.9.2]

[7.10.2]

[7.10.2]

[7.10.2]

[7.10.2]

[7.12.2]

[7.5.2]

[7.14.2]

[7.11.2]

[7.13.2][7.13.2]

塗装塗り

亜鉛めっき鋼面

モルタル面

・A－1種 ・A－2種

・B－1種 ・B－2種

・C－1種 ・C－2種

モルタル面・プラスター面

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・クリアラッカー塗り(CL)

・オイルステイン塗り(OS)

塗り(EP-T)

・アクリル樹脂系水分散系塗料

・耐候性塗料塗り

・つや有り合成樹脂

・合成樹脂エマルションペイント

・合成樹脂エマルション模様塗料

 [表 7.2.4～6]

　[7.2.2～7][表 7.2.1～7]

　※ 行わない　・ 行う（補修範囲及び補修方法は図示）

※ 規制対象外         ・ 第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

コンクリート,ＡＬＣパネル面

屋内の壁及び天井仕上げ材は,防火材料とする。

下地調整2

材料1

7

下地面の種類

モルタル,プラスター面

木部

下地調整の種別

・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

（2-FUE）は除く

（2-UE）,（2-ASE）及び

備　　考

鉄鋼面 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

亜鉛めっき面 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

亜鉛めっき面（鋼製建具） ※ ＲＢ種　・ ＲＣ種

錆止め塗料塗り3 塗料種別

鉄鋼面錆止め塗料

 [7.3.2]

EP-G　　　※Ｂ種

亜鉛めっき面錆止め塗料

EP-G　　　※Ｃ種

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修

EP-G以外　※Ａ種　鉛・クロムフリー錆止めペイント１種

EP-G以外　※Ｂ種

塗
装
改
修
工
事

19 防水扉(水密)

Ｗタイトドア同等品以上（三和シャッター工業株式会社）

止水ドア アクアード同等品以上（文化シャッター株式会社）

水防扉Ⅱ同等品以上（東洋シャッター株式会社）

工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 －－－特記仕様書（２）

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

Ａ－３

甲府市上曽根町1007-2

20 アスベスト処理 ・ 適正処理：レベル３

・ 施工手法：集塵装置付きディスクグラインダー工法

浸水深 4.9m 仕様

耐水圧 0.05MPa（0.5kg/m ）2



・ 耐力壁(一般壁) ・重ね継手　

種類の記号 適用箇所

圧接完了後の試験7

鉄筋のかぶり厚さ6

鉄筋の継手4

箇所数

・超音波探傷試験

・全圧接部

継手方法

8

溶接金網3

鉄筋の種類2

[8.3.8](5.4.9)(5.4.10)

[8.3.5][表8.3.6]

 [8.3.4]

 [8.2.2]

[8.2.1][表8.2.1]

適用範囲

 [8.1.1]

＜鉄筋＞

適用箇所

・ 柱主筋

・ 梁主筋

・ 基礎スラブ、耐圧スラブ、

土圧壁など

継手方法と適用径の範囲

・ガス圧接（D19以上）　　

・ガス圧接（D19以上）　　

・ ガス圧接（　　　　　　）

・ 重ね継手（　　　　　　）

[8.3.4][表8.3.2][表8.3.3]

重ね継手

・図示

・構造図(　　　　     ) による

鉄筋の継手位置

・図示

・構造図(　　　　     ) による

組立の形の種別　　帯　筋

・

 [8.3.4]

＜一般事項＞

9 セメントの種類 [8.2.5][表8.2.3]

及び強度

コンクリートの類別8 レディーミクストコンクリートの類別

※Ⅰ類　・Ⅱ類 

　[8.1.3][8.1.4][表8.1.1]

無収縮グラウト材の品質及び試験方法

練り混ぜ２時間後のブリージング率　：　２．０％以下

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

強ポルトランドセメントとする。

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

JIS R 5210（ポルトランドセメント）に適合した普通または早

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定

練混ぜ完了から３分以内の値は   ８±２秒

 混和材が同一の場合の試験はプレミックス形のみとする。

 理試験方法」による。なお、プレミックス形と現場調合形で

１）日本道路公団規格（JHS）312－1999「無収縮モルタル品質管

終結時間　　　　１０時間以内

材齢７日　　収縮しないこと

材齢２８日　２．５N/mm 以上

材齢２８日　４０．０N/mm 以上

材齢３日　２０N/mm 以上

２）塩化物量の試験は、JIS A 1144「フレッシュコンクリート中

 の水の塩化物イオン濃度試験方法」による。

凝結開始時間　　１時間以上

試験方法

付着強度

塩化物量 ０．３０kg／m 以下

ブリージング

コンシステンシー

無収縮性

圧縮強度

凝結時間

セメント

砂

Jロートによる流下時間

しない。

モルタル及び

グラウト材

無収縮グラウト材の材質等

・グラウト材

・無収縮グラウト材（プレミックス形及び現場調合形）

混和材

[8.2.10]

2

2

2

3

※下表

11

＜コンクリート＞

セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント又は

　 混合セメントのＡ種

・ 高炉セメントＢ種

適 用 箇 所

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱 7日

28日

352J/g以下

402J/g以下

・ フライアッシュセメントＢ種

 [8.2.5]使用骨材のアルカリシリカ反応性による区分

※A

・B（コンクリート中のアルカリ総量Rt=3.0kg/m以下）

型枠

打増し厚さ  [8.7.9]

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・ 20㎜ 　  

無筋コンクリート13

＜鉄骨＞

鋼材20 鋼材の材質

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

[8.2.7][表8.2.5]

規格等

溶接部の試験

高力ボルト21

24 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

区分

※行う

 [8.2.8]

 [8.14.11～12]

種別等

種別 適用箇所（部位・部分）材料・工法

 (7.9.2～7)[8.17.2]

・ 耐火材吹付け

－

・ 耐火板張り

・ 耐火材巻付け

・ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

・ 乾式吹付けロックウール

・ 湿式ロックウール

・ 半乾式吹付けロックウール

・ 繊維混入けい酸カルシウム板

・ 高耐熱ロックウール

・

・

・

・

性能

性能

・ 30分耐火

適用箇所（部位・部分）

・ 1時間耐火

・ 3時間耐火

・ 2時間耐火

製作工場の加工能力

(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製

作工場の性能評価基準」に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受け

※建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

た工場又は同等以上の能力のある工場

 [8.1.5]

・監督職員の承諾する製作工場

鉄骨製作工場17

耐火被覆材26

・適用しない

施工管理技術者

※適用する

縁端距離、ボルト 高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、

※構造図（　　　　）による　　　　

ボルト径、ゲージ等

 [8.1.6]

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

・

・構造図(　　　　　　) による　

・構造図(　　　　　　)による 　

高力ボルトの径

すべり係数試験

※ 構造図による 　　　　

※ 行わない ・ 行う

[8.13.2]

＜耐震＞

・平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の凹面を、全体にわたってつける。

既存コンクリートの目荒らしの範囲

・

・既存壁　　　　打継ぎ面の10～15%程度

既存コンクリートの目荒らしの程度

・既存柱、梁面　打継ぎ面の15～30%程度

・

既存部分の処理 [8.19.3] [8.20.3] [8.21.3]

主筋及び耐力壁の重ね長さ

普通コンクリートの

材料

せき板の材料

・合板

 [8.2.6]

スリーブの材種

・改修標準仕様書 8.2.6(f)(2)及び改修標準仕様書 表8.2.4による　・　　

　[8.2.6] [表8.2.4]

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　 ・20㎜　 ・ 図示

・外装タイル後張り面の打増し処理

・ 20㎜ 　  

打増し範囲

・意匠図による　

・構造図（　　　　）による（床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面の打増し部に限る。）

※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

スリットの施工35 スリット部の配管等の探査

柱補強

リート壁の増設工事

現場打ち鉄筋コンク

33

32

・流込み工法　　　・圧入工法

・溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法

コンクリートの打込み工法の種類

[8.22.2]

[8.19.8][8.21.5]

　[8.21.5]

・鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法 [8.21.6]

・連続繊維補強工法 [8.21.7]

適用箇所

・標仕5.4.9(2)(i)による箇所数

適用箇所

・引張試験

・構造図（　　　　）による　　　　

・構造図（　　　　）による　　　　

適用箇所

・構造図（　　　　）による　　　　

 (5.4.9)(5.4.10)

規格の名称

（異形鉄筋）

鉄筋コンクリート

種類の記号 使 用 箇 所 呼び径(mm)

※ D16以下

※ D19以上用棒鋼

・ SD295A

・ SD345

網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜) 使 用 部 位

形状等

種　類 種類の記号

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

・構造図(　　　　　　)による 　

・床型枠用鋼製デッキプレート

※ 普通コンクリート

設計基準強度 気乾単位
適用箇所

Fc (N/mm )2 容積質量(t/m )3

2.3程度

スランプ

(cm)

15

18

・ 21

※ 24 又は

18

・ 18 2.3程度 15

又は

18

・改修標仕[8.2.5]　　　　

・構造体用モルタル

材料

・構造図（　　　　）による　　　　

圧縮強度

・構造図（　　　　）による　　　　

フロー値

・構造図（　　　　）による　　　　

圧縮強度

[8.2.10][8.5.10]

1

5

※普通コンクリート　

コンクリートの種類 　(6.14.1～3)

設計基準強度 適用箇所セメントの種類スランプ

 （cm）Fc (N/mm )2

※18

・

※15

・

・普通ポルトランドセメント

又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

又は18

混和材料

・ 混和剤　（JIS A 6204に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

・ 混和材　（JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、JIS A 6206に適合す

る高炉スラグ微粉末又はJIS A 6202に適合する膨張材）

化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。）

　[8.2.5][8.5.8]10

12

間隔、ゲージ等

・ トルシア形高力ボルト

・ JIS形高力ボルト

2種（S10T）

2種（F10T)

摩擦面の処理

※ ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

摩擦面の確認方法

・図示

溶融亜鉛めっき セットの種類

・ 1種（F8T相当）　高力ボルト

・試験片によるすべり耐力試験

 (7.2.2)

(7.12.4)

スカラップの形状　　溶接接合 [8.14.7]

・ 改 良 型 　

塗料の種別  [8.16.2][8.16.3][7.3.2][表7.3.1][表7.3.2]

　種 別

鉄鋼面

・ 改修標仕　表7.3.1　Ａ種

・ 改修標仕　表7.3.1　Ｂ種

・

亜鉛めっき面

　種 別

・ 改修標仕　表7.3.2　Ａ種

・

鋼製スリーブの内側(鉄骨に溶接されたもの)

　種 別

・ 改修標仕　表7.3.1　A種

・

適 用 箇 所

・ 屋外　(改修標仕8.16.2の範囲以外)　

・ 屋内　(改修標仕8.16.2の範囲以外)　

・

・屋外，屋内　

・

・

・

錆止め塗装

適 用 箇 所

適 用 箇 所

材質

・ 構造用

・ 建方用

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げ

・ 構造用

・ SNR400B ・ SNR490B

・  SS400 

※ JSS Ⅱ 13-2004 「(社)日本鋼構造協会規格／建築構造用転造」

ねじアンカーボルト・ナット・座金のセット」

・

※ 普通ボルト

・ 建方用

・

アンカーボルト

保持及び埋込み工法

・ 構造用

・ 建方用

※ 構造図による  

・ 標仕 表7.10.1　（ ・ A種　・ B種　・ C種 ）による　

 (7.2.4)

 (7.10.3)(表7.10.1)

 (7.2.9)(7.10.3)(表7.10.1)[8.2.10]柱底均しモルタル

無収縮モルタルの材料及び調合

材料、調合等

・標仕 7.2.9による   　　

品質及び試験方法

・標仕 表7.2.6による   　　

モルタルの種別

・無収縮モルタル　　

工法の種別

・標仕 表7.10.2

・Ａ種［モルタル厚さ50］　・Ｂ種［モルタル厚さ30］

スタッドボルト

径（呼び名） 適用箇所長さ （呼び長さ）　mm

・ 80 ・ 100 ・ 12016φ

19φ

22φ

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

 (7.2.5)

亜鉛めっきの種別 材 料 適用箇所

最小板厚 1.6㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

C種（HDZ35）

B種（HDZ45）

A種（HDZ55）

溶融亜鉛めっき (7.12.3)(表14.2.2)種別等

※構造図による

18

19

22

23

25

27

28

29

30

31

・

・

エンドタブの切除

・行なう

・行なわない

適用箇所　

・全て　・構造図（　　　　）による

※（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

連続繊維シート巻き

柱の隅角部の面取り

※工法の評価内容による

・樹脂注入工法　・Uカットシール材充填工法　・シール工法

・2500N/mm  　以上

・3000N/mm  　以上

・2.35×10  N/mm  　程度

ヤング係数（含浸硬化後）

・2.00×10  N/mm    以上

ひび割れ部の改修工法の種類

引張り強度（含浸硬化後）

・

工法

下地調整

材質

材料・形状 [8.2.11]

[8.21.7]

[8.21.7]

[8.21.7]

2

2

5 2

・

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

・無し

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

主筋のかぶり厚さ

・無し

・最小かぶり厚さ（　　　　　）㎜ 

※改修標仕表8.3.6による

・改修標仕表8.3.6に加える厚さ　　( 　　)㎜

・構造図(　　　　　　) による

・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

特殊な要求性能におけるコンクリートの部分（耐久性上不利な部分）

圧縮強度

・構造図（　　　　　）による　　　　

・はつり出し

34

※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合面

・

※既存コンクリートとの打継ぎ面

適用範囲

・

あと施工アンカーの15

穿孔 範囲　・構造図（　　　　　　）による

穿孔前の既存鉄筋および埋設配管・配線等の探査

アンカー筋の種類　　　 ・改修標仕8.2.1の異形棒鋼      ・全ねじボルト　

接着剤の品質            ※有機系　　　　              ・無機系

あと施工アンカーの14

材料

あと施工アンカーの材料

・金属系アンカー（耐震補強用）

※接着系アンカー

 ［8.2.4]［表8.2.1］

[8.11.2]

16 試験方法

施工確認試験

[8.11.5]あと施工アンカーの

・引張試験

＜あと施工アンカー＞

・

確認強度

・構造図（　　　　）による

・コアドリル

※ハンマードリル

穿孔機械

　　　※あと施工アンカー施工範囲全て

※アンカー施工部位の既存コンクリートは目荒らし後、目視及び打診により状況を確認し、

既存コンクリートの不良箇所の確認

じゃんか等不良箇所を発見した場合には、監督職員と協議すること。

コンクリート及びグラウト打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を

使用する場合は、強度、変形等について、事前に監督職員と協議すること

（金属検知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する）

5 2

Ｇ

※改修特記仕様書１　仕様書　Ⅰ工事概要 3工事種目に掲げる下記の工事種目番号

（番号○～番号○までの工事種目）のうち、改修標仕8.1.1適用範囲に定める工事内容

・改修特記仕様書１　仕様書　Ⅰ工事概要 3工事種目に掲げる下記の工事種目番号

（番号○～番号○までの工事種目）のうち、改修標仕8.1.1適用範囲に定めるもの以外の工事内容

Ｇ

採用した工法の規定を満足するもの

方法　※穿孔前に電磁波レーダー法又は電磁波誘導法による既存鉄筋および埋設配管・配線等

　　　　の探査を行い、位置の墨出を行う

　　　・はつり出しによる

※耐震改修標準詳細図(S-7)及び、施工要領図(S-17)参照

開口閉塞

・４０
・パネル受

工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 －－－特記仕様書（３）

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

Ａ－４

甲府市上曽根町1007-2

耐
震
改
修
工
事
等(

浸
水
対
策
工
事)



(枠共撤去)

Ｏ
既存アルミ製建具撤去

ＡＤ

１

１－１

１，２００×２，１００

新設通気管立上り

新設排気ルーフファン

Ｎ
キャップ止め

Ｏ
既存アルミ製建具撤去

ＡＷ

１

(枠共撤去)６００×１，２００

Ｏ
既存ステンレス製空気抜き管(φ１５０)撤去

16,620

15,000 1,620

X1 X2 X3

5,000 5,500 4,500

ポンプ室

電気室

1
0
,
6
2
0

2
,
0
0
0

1
,
6
2
0

9
,
0
0
0

Y1

Y2

Y3

1
0
,
6
2
0

1
,
6
2
0

9
,
0
0
0

Y1

Y2

Y3

改修前１階平面図　S=1:100

　撤去建具を示す。

Ｏ：改修前Ｏ
部位番号

凡　　例

　撤去範囲を示す。

(枠共撤去)

Ｏ
既存アルミ製建具撤去

ＡＤ

１，８００×２，１００

Ｏ
ＡＤ

既存アルミ製建具撤去
(枠共撤去)
２，０００×２，５００

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

ＡＷ

２

(枠共撤去)６００×１，２００

Ｏ
既存ステンレス製空気抜き管(φ１５０)撤去

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

ＡＤ

(枠共撤去)２，０００×２，５００

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

ＡＷ

２

(枠共撤去)６００×１，２００

既存鋳鉄製マンホール撤去
φ９００ Ｏ

既存アルミ製建具撤去
Ｏ ３

Ｏ

Ｏ
既存ルーフファン撤去

ＡＷ

(枠共撤去)６００×１，２００

Ｏ
既存アルミ製建具撤去

ＡＷ

１

Ｏ

(枠共撤去)６００×１，２００

既存ステンレス製空気抜き管(φ１５０)撤去

既存ステンレス製空気抜き管(φ１５０)撤去
Ｏ

Ｏ
既存ステンレス製空気抜き管(φ１５０)撤去

既存鋳鉄製マンホール撤去
φ６００

Ｏ

φ６００

既存鋳鉄製
マンホール撤去

7
,
0
0
0

Ｏ
既存ステンレス製空気抜き管(φ１５０)撤去

(枠共撤去)６００×１，２００

１

ＡＷ

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

１

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

ＡＧ

(枠共撤去)６００×１，６００

Ｎ

16,620

15,000 1,620

X1 X2 X3

改修前屋根伏図　S=1:100

既存ステンレス製空気抜き管(φ１５０)撤去
Ｏ

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

ＡＷ

２

(枠共撤去)６００×１，２００

既存ルーフドレン撤去
φ７５

Ｏ
２－２

16,620

15,000 1,620

X1 X2 X3

5,000 5,500 4,500

ポンプ室

1
0
,
6
2
0

2
,
0
0
0

1
,
6
2
0

Y1

Y2

Y3

1
0
,
6
2
0

1
,
6
2
0

9
,
0
0
0

Y1

Y2

Y3

φ９００

Ｎ

φ６００

φ６００

Ｎ

16,620

15,000 1,620

X1 X2 X3

改修後１階平面図　S=1:100

改修後屋根伏図　S=1:100

Ｎ
新設鋳鉄製
防水マンホール

Ｎ

Ｎ

開口閉塞
Ｎ

Ｎ
開口閉塞

キャップ止め

開口閉塞
Ｎ

Ｎ
新設鋳鉄製防水マンホール

Ｎ

φ６００

ステンレス製空気抜き管(φ１５０)新設

Ｎ
開口閉塞

新設鋳鉄製防水マンホール

新設鋳鉄製防水マンホール
Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ
ＳＤ

新設スチール製水密扉
(枠共新設)２，０００×２，５００

開口閉塞

開口閉塞
Ｎ

キャップ止め

Ｎ

Ｎ

開口閉塞
Ｎ

改修用ルーフドレン
φ７５

２－２
Ｎ

Ｏ
既存スラブ撤去

Ｏ
既存スラブ撤去

Ｎ

Ｎ

凡　　例

部位番号
Ｎ Ｎ：改修後

　改修範囲を示す。

　新設建具を示す。

階数 ○－○○－○階数

２－１
Ｎ

新設アルミ笠木
新設シート防水既存シート防水撤去

既存アルミ笠木撤去

Ｏ
２－１

Ｏ
既存スラブ撤去

２－３

ステンレス製空気抜き管(φ１５０)新設

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

Ｎ
ステンレス製空気抜き管(φ１５０)新設

Ｎ
キャップ止め

電気室

Ｎ
ステンレス製空気抜き管(φ１５０)新設

Ｎ
開口閉塞

滅菌室

(枠共撤去)
既存アルミ製建具撤去

Ｏ
ＡＤ

８００×２，１００

滅菌室

(枠共新設)

Ｎ
ＳＤ

新設スチール製水密扉

８００×２，１００

１－11

１－11

２－３
Ｎ

新設通気管立上り
新設排気ルーフファン

新設給気ルーフファン

１－５
５

１－10

１－７

１－３
３

１－10

１－７

１－12

１－10

１－８

１－13

１－11

１－６

１－10

１－４
４

１－６

１－10

１－９

１－６

１－10

１－11 １－２
２

１－７

１－11

１－７

１－２
１－５

１－10

１－７

１－３

１－10

１－７

１－12

１－10

１－８

１－13

１－11

１－６

１－10

１－６

１－10

１－９

１－10

１－６

１－10

１－10

キャップ止め

既存スラブ撤去
Ｏ Ｎ

新設通気管立上り
新設給気ルーフファン

２－４

２－５

２－６

２－４

２－５

２－６

既存スラブ撤去
Ｏ

２－７

Ｎ
新設排気ルーフファン

２－７

発電機室 発電機室

１，２００×２，１００

ＡＤ

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

(枠共撤去)

Ｏ
既存ステンレス製空気抜き管
(φ１５０)撤去

１－10

１－1'

Ｎ
１－10

き管(φ１５０)新設
ステンレス製空気抜

１，２００×２，１００

１－1' ＳＤ

Ｎ
新設スチール製建具

１

１

２

３

開口閉塞

Ｎ
１－４

開口閉塞
（仮壁仕様）

(枠共新設) ガラリ付

工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 １：１００改修前後平面図

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

Ａ－５

甲府市上曽根町1007-2

２

１－１

(枠共新設)
新設スチール製水密扉

Ｎ
ＳＤ

８００×２，１００



16,620

15,000 1,620

X1 X2 X3

改修前北側立面図　S=1:100

10,620

9,0001,620

Y1Y2Y3

改修前東側立面図　S=1:100

1
,
8
5
0

4
,
7
5
0

5
0
0

7
,
1
0
0

Ｏ
ＡＤ

既存アルミ製建具撤去
(枠共撤去)
２，０００×２，５００

Ｏ
既存アルミ製建具撤去

ＡＷ

１

(枠共撤去)６００×１，２００

既存アルミ製建具撤去
Ｏ ３

ＡＷ

(枠共撤去)６００×１，２００

Ｏ
既存スチール換気扇フード撤去

Ｏ
既存ルーフファン撤去

Ｏ
既存ステンレス製ベンドキャツプ(φ１５０)撤去

１

ＡＷ

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

(枠共撤去)６００×１，２００

Ｏ
既存ルーフファン撤去

１

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

ＡＧ

(枠共撤去)６００×１，６００

3
5
0

4
,
4
0
0

▽パラペット天端　　

△１ＳＬ　　

▽１ＦＬ　　

▼ＧＬ　　

▽浸水レベル

既存ステンレス製ベンドキャツプ
(φ１５０)撤去

Ｏ

1
,
8
5
0

4
,
7
5
0

5
0
0

7
,
1
0
0

3
5
0

4
,
4
0
0

▽パラペット天端　　

△１ＳＬ　　

▽１ＦＬ　　

▼ＧＬ　　

▽浸水レベル

10,620

9,000 1,620

改修前西側立面図　S=1:100

Y1 Y2 Y3

既存スチール換気扇フード撤去
Ｏ

Ｏ
既存ルーフファン撤去

Ｏ
ＡＤ

(枠共撤去)２，０００×２，５００
既存アルミ製建具撤去

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

ＡＷ

２

(枠共撤去)６００×１，２００

7
,
1
0
0

5
0
0

4
,
7
5
0

1
,
8
5
0

▽パラペット天端　　
▽浸水レベル

▽１ＦＬ　　

△１ＳＬ　　

▼ＧＬ　　

16,620

15,0001,620

X1X2X3

改修前南側立面図　S=1:100

Ｏ
既存スチール換気扇フード撤去

(枠共撤去)

Ｏ
既存アルミ製建具撤去

ＡＤ

１，８００×２，１００

既存アルミ製建具撤去
Ｏ

ＡＷ

２

(枠共撤去)６００×１，２００

7
,
1
0
0

5
0
0

4
,
7
5
0

1
,
8
5
0

▼ＧＬ　　

▽浸水レベル

▽１ＦＬ　　

△１ＳＬ　　

▽パラペット天端　　

(枠共撤去)

Ｏ
既存アルミ製建具撤去

ＡＤ

１

１－１

　撤去建具を示す。

Ｏ：改修前Ｏ
部位番号

凡　　例

　撤去範囲を示す。

○－○階数

１，２００×２，１００

既存スチール換気扇フード撤去
Ｏ

Ｏ
既存塗装面高圧洗浄

Ｏ
既存塗装面高圧洗浄

１－４
４

１－14
１－６

１－15

１－14

１－８

１－10

１－13

１－15 １－14

１－７

１－13 １－３
３

１－６

１－９

１－10

１－13

１－14 １－２
２

１－７

(枠共撤去)

Ｏ
既存アルミ製建具撤去

ＡＤ

１

１，２００×２，１００

１－1'

工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 １：１００改修前立面図

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

Ａ－６

甲府市上曽根町1007-2



工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 １：１００改修後立面図

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

Ａ－７

甲府市上曽根町1007-2

16,620

15,000 1,620

X1 X2 X3

10,620

9,0001,620

Y1Y2Y3

1
,
8
5
0

4
,
7
5
0

5
0
0

7
,
1
0
0

3
5
0

4
,
4
0
0

▽パラペット天端　　

△１ＳＬ　　

▽１ＦＬ　　

▼ＧＬ　　

▽浸水レベル
1
,
8
5
0

4
,
7
5
0

5
0
0

7
,
1
0
0

3
5
0

4
,
4
0
0

▽パラペット天端　　

△１ＳＬ　　

▽１ＦＬ　　

▼ＧＬ　　

▽浸水レベル

10,620

9,000 1,620

Y1 Y2 Y3

7
,
1
0
0

5
0
0

4
,
7
5
0

1
,
8
5
0

▽パラペット天端　　
▽浸水レベル

▽１ＦＬ　　

△１ＳＬ　　

▼ＧＬ　　

16,620

15,0001,620

X1X2X3

7
,
1
0
0

5
0
0

4
,
7
5
0

1
,
8
5
0

▼ＧＬ　　

▽浸水レベル

▽１ＦＬ　　

△１ＳＬ　　

▽パラペット天端　　

凡　　例

部位番号
Ｎ Ｎ：改修後

　改修範囲を示す。

　新設建具を示す。

階数 ○－○

開口閉塞

開口閉塞

Ｎ
新設スチール製水密扉
(枠共新設)２，０００×２，５００

Ｎ
開口閉塞

Ｎ
開口閉塞

開口閉塞 開口閉塞
Ｎ

Ｎ

新設通気管立上り

Ｎ

開口閉塞
Ｎ

Ｎ

Ｎ

改修後北側立面図　S=1:100 改修後西側立面図　S=1:100

改修後東側立面図　S=1:100 改修後南側立面図　S=1:100

Ｎ
開口閉塞

Ｎ

新設通気管立上り
新設排気ルーフファン

Ｎ
開口閉塞

１－２
Ｎ

Ｎ

新設通気管立上り

Ｎ
開口閉塞下地調整の上防水形

複層塗材(ＲＥ)新設
２－３

Ｎ

新設通気管立上り Ｎ
開口閉塞

Ｎ

Ｎ
下地調整の上防水形
複層塗材(ＲＥ)新設

新設排気ルーフファン

Ｎ
新設排気ルーフファン

Ｎ

新設通気管立上り
新設給気ルーフファン

新設給気ルーフファン

新設給気ルーフファン

ＳＤ

１－14

２－４

１－６

１－15

１－14

１－８

１－10

１－15

１－14

１－７

１－３

Ｎ

新設通気管立上り
新設排気ルーフファン

１－９

１－６

２－５

１－14

２－６

２－５

１－７

１，２００×２，１００

１－1'

Ｎ

新設通気管立上り
新設排気ルーフファン

Ｎ
ＳＤ

新設スチール製建具
(枠共新設)

開口閉塞

１

３

Ｎ
１－４

開口閉塞
（仮壁仕様）

ガラリ付

２

１－１

(枠共新設)
新設スチール製水密扉

Ｎ
ＳＤ

８００×２，１００

4
,
0
5
0

4
,
9
0
0

4
,
4
0
0

3
5
0

２－３ ２－７

２－７



工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名

改
　
修
　
後

改
　
修
　
前

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

S=1:10　

100100

5
0
1
3
0

▼

▼ ▼

既存ＲＣスラブ撤去

既存ＧＷ撤去

既存シート露出防水撤去

Ｏ
２－３

Ｏ Ｏ
２－４ ２－５

Ｏ
２－６

1
3
0

5
0

120 120

6
0
0

S=1:10　
２－３ ２－４ ２－５ ２－６

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ

※

(※)

L1

Ｏ

Ｎ
２－７

２－７

▼

図　示

1
0
0

800

8
0
0

既存鋳鉄製マンホール蓋(φ６００)撤去
（受枠共撤去）

既存ＲＣ立上り撤去
(周囲カッター入れ)

800

100 100φ600

100100

1,100

φ900

1
,
5
2
0

1
0
0

9
0
0

5
2
0

（受枠共撤去）

既存ＲＣ立上り撤去
(周囲カッター入れ)

1,100

2
0
0

3
2
0

S=1:30　

S=1:30　

（完全防水防臭型）

200 200

1,000

2
5
0

既存鋳鉄製マンホール蓋(φ９００)撤去

新設ＲＣ立上り

新設鋳鉄製マンホール(φ６００)

9
0
0

φ900100

1
,
3
0
0

3
2
0

2
0
0

2
0
0

1,200

1,200

200

（完全防水防臭型）

新設ＲＣ立上り

新設鋳鉄製マンホール(φ９００)

Ｃ直均し

Ｃ打放(Ｂ)

Ｃ直均し

＜φ６００＞３ヵ所

＜φ９００＞１ヵ所

＜φ６００＞３ヵ所

＜φ９００＞１ヵ所

1
0
0

2
5
0

Ｃ打放(Ｂ)

S=1:10　

S=1:10　

四週
シーリング(ＭＳ－２)２０×１５

Ｃ打放(Ｂ)

Ｃ打放(Ｂ)の上

新設ＲＣ壁

新設ＲＣ壁

新設ＧＷ

防水形複層塗材(ＲＥ)

無収縮モルタル圧入

(既存鉄筋にフレア溶接)
Ｄ１０－＠１５０ダブル
新設鉄筋

新設鉄筋

(既存鉄筋にフレア溶接)
Ｄ１０－＠１５０ダブル

1
,
6
0
0
(
2
,
0
0
0
)

2
0
0

1
,
8
0
0
(
2
,
2
0
0
)

2
0

　窓（ガラリ）廻り詳細図（改修閉塞部）

5
0

1
8
0

既存ＧＷ撤去

1,350

1,150

平　面

2
,
0
0
0
(
2
,
4
0
0
)

断面図

　窓（ガラリ）廻り詳細図（撤去部）

2
0

5
0

1
8
0

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

既存ＧＷ撤去

既存ＧＷ撤去

(Ｄ１０－＠１５０ダブル)
既存鉄筋はつり出し
既存ＲＣ壁撤去

(Ｄ１０－＠１５０ダブル)
既存鉄筋はつり出し
既存ＲＣ壁撤去

1,350

100100

1,150

600 275275

平　面

2
,
0
0
0
(
2
,
4
0
0
)

1
,
8
0
0
(
2
,
2
0
0
)

1
,
2
0
0
(
1
,
6
0
0
)

1
0
0

1
0
0

3
2
5

2
7
5

断面図

既存ＲＣ立上り撤去
(周囲カッター入れ)

1
2
0 7
0

5
0

7
1
0

3
6
0
1
7
5

1
7
5

710

360 175175

5
5

5
5
1
2
0

1
2
0

55 120 55120

1,000

200 200

1
,
0
0
0

φ600

φ600

200 200

1,000

2
5
0

Ｃ直均し

Ｃ打放(Ｂ)

φ600

360

360

S=1:30　　撤去マンホール詳細図

S=1:30　　新設マンホール詳細図

L2

※

新設ＲＣ立上り
Ｃ打放(Ｂ)

　　　合成高分子系ルーフィングシート防水
笠木：Ｃ直均しの上

Ｃ打放(Ｂ)の上
合成高分子系
ルーフィングシート防水

 屋上ルーフファン詳細図

 屋上スラブ撤去部詳細図

　新設マンホール詳細図(既存ルーフファン撤去後)

　撤去ルーフファン詳細図

600 20

450 150

　屋上庇部詳細図

120 50340200

180 20

5
0
04
0
0

1
0
0

1
0
0
～

2
5
0

1
3
0

1
2
0
～

2
7
0

既存アルミ製押え金物撤去

既存シート露出防水撤去

既存塗装面高圧洗浄

既存塗装面高圧洗浄

新設鋳鉄製マンホール(φ６００)
（完全防水防臭型）

1,000

200 200

1
,
0
0
0

φ600

複層塗材(ＲＥ)新設
下地調整の上防水形

下地調整の上

シート防水新設
合成高分子ルーフィング

アルミ製笠木新設 Ｗ＝２５０
(既製品)

複層塗材(ＲＥ)新設
下地調整の上防水形

1
2
0
～

2
7
0

1
3
0

1
0
0
～

2
5
0

1
0
0

4
0
0

5
0
0

20180

200 340 50120

　屋上庇部詳細図

150450

20600

S=1:10　

S=1:10　

改修前後雑詳細図 Ａ－８

２ヵ所

２ヵ所

(ＧＷは発電機室のみ)

(発電機室以外)
(ＧＷは発電機室のみ)

(ＧＷは発電機室のみ)

(ＧＷは発電機室のみ)

(ＧＷは発電機室のみ)

L1記　号 L2

570 360
２－７

Ｎ

２－３
Ｎ

２－６
Ｎ

２－４
Ｎ

２－５
Ｎ

840

1135

590

855

羽根径
番　手

φ300

φ500

φ750

台　数

1

1

1

1

1

甲府市上曽根町1007-2

新設ルーフファン



ＡＤ－１

１

工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 １：５０

見込･取合･沓摺（水切）

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

建具

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ　　　　　　

建具枠

建具金物

その他

形状・寸法

S=1:50　　撤去建具表

２

1,200

2
,
1
0
0

ＡＤ 　アルミ製親子戸

見込･取合･沓摺（水切）

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

建具

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ　　　　　　

建具枠

建具金物

その他

形状・寸法

金
物
略
号

シャッ タ ー
ヘッ ド ド ア
オーバー

型板ガラス

フ ロ ート 板ガラス

網入型板ガラス

網入みがき板ガラス

Ｆ

Ｐ

Ｎ

Ｄ 　 Ｃ 　

Ａ　 Ｈ 　

Ｆ 　 Ｈ 　

Ｐ 　 Ｈ 　

ド アク ロ ーザー

オート ヒ ンジ

フ ロ アヒ ンジ

ピ ポッ ト ヒ ンジＮ Ｐ

ＡＤ

ＳＤ

ＬＤ

ＳＳＤ

ＷＤ

ア ル ミ ニ ウ ム 製

種     別

鋼     製

鋼  製  軽  量

ス テ ン レ ス 製

木   製

窓戸

ＡＷ

ＳＷ

ＳＳＷ

ＷＷ

ガラリ

ＡＧ

ＳＧ

ＳＳＧ

ＷＧ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

紙障子

Ｐ Ｈ

ふすま

ＡＳ

ＳＳ

ＬＳ

ＳＳＳ

網戸

ａＷ

撤去建具表

１

2
,
1
0
0

ＡＤ 　アルミ製両開き戸

１Ｆ　電気室

1,800

１ＡＤ 　アルミ製両開き戸

１Ｆ　電気室

2,000

2
,
5
0
0

１ＡＤ 　アルミ製両開き戸

2,000

2
,
5
0
0

１ＡＤ 　アルミ製片開き戸

１Ｆ　滅菌室

2
,
1
0
0

800

２ ３ ４ ５ １
ＡＷ 　アルミ製嵌め殺し窓 ３

600

1
,
2
0
0

ペアガラス(Ｎ ｱ ６．８＋Ｐ ｱ ５)

ＡＷ 　アルミ製嵌め殺し窓 ３

600

1
,
2
0
0

２

１Ｆ　電気室

Ｎ ｱ ６．８

ＡＷ ３

600

1
,
2
0
0

１Ｆ　電気室

Ｎ ｱ ６．８

３ 　アルミ製片開き窓

１

600

ＡＧ 　アルミ製ガラリ １

1
,
6
0
0

　カッター入れ

　撤去部分を示す。

凡　　例

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

アルミ製建具廻り詳細図

6
5

H
1
0
0

5
0

65 W100

1
8
0

2
0

5
0

180 2050

20 180 20

3
0

断面

平面
既存ＧＷ撤去
(ＧＷは発電気室のみ)

既存ＲＣ壁撤去

既存ＧＷ撤去

床：モルタル撤去

1
8
0

65 900

180

6
5

2
0
0

2
,
1
0
0

断面

平面

ＡＤ－１ ＡＤ－２

既存ＲＣ壁撤去

既存ＲＣ壁撤去

既存ＲＣ壁撤去

ＡＤ－１ ＡＤ－１ ＡＤ－１ ＡＤ－２

既存ＲＣ壁撤去

5
5

Ａ－９

１Ｆ　発電機室、１Ｆ　滅菌室 １Ｆ　発電機室 １Ｆ　発電機室

１Ｆ　発電機室

(ＧＷは発電機室のみ)

６００×４００（１Ｆ　滅菌室）

１Ｆ滅菌室
ガラリ

甲府市上曽根町1007-2

建

具

略

号

ガ
ラ
ス
略
号



たわみ度：支点間距離の1／200以下かつ15ｍｍ以下

工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 １：５０

見込･取合･沓摺（水切）

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

建具

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ　　　　　　

建具枠

建具金物

その他

形状・寸法

　新設建具表
ＳＤ 　スチール製親子扉

建具金物一式（メーカー標準仕様による）

表面処理　亜鉛メッキ鋼板ＤＰ

メーカー仕様による

３ １

1,200

2
,
1
0
0

新設建具表

ＳＤ 　スチール製両開き防水扉

建具金物一式（メーカー標準仕様による）

表面処理　亜鉛メッキ鋼板ＤＰ

メーカー仕様による

１

取手

１Ｆ　電気室

ハンドル

300300

2
0
0

2,000

2
,
5
0
0

防水性能：０．０２ｍ3/ｈ/ｍ2

建具金物一式（メーカー標準仕様による）

メーカー仕様による

止水グレモンハンドル

２ＳＤ 　スチール製片開き防水扉

表面処理　亜鉛メッキ鋼板ＤＰ

800

2
,
1
0
0

１ ２

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

１Ｆ　滅菌室、発電機室

S=1:50　 １．特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムターン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

３．便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

４．ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

５．特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

６．アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバーの位置は床から１，５００以内とする。

７．大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

　８．特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。（枠廻り

　９．特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

　　　行なわないものとする。

１０．防火戸の位置は建具配置図による。

１１．特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の充填は

詳細による。）

する。

１２．階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

１３．特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付と

１４．特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。

２．パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キー）とする。

　　但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

　　（内部はサムターン付）

　　壁仕上げボード類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

シャッ タ ー
ヘッ ド ド ア
オーバー

型板ガラス

フ ロ ート 板ガラス

網入型板ガラス

網入みがき板ガラス

Ｆ

Ｐ

Ｎ

Ｄ 　 Ｃ 　

Ａ 　 Ｈ 　

Ｆ 　 Ｈ 　

Ｐ 　 Ｈ 　

ド アク ロ ーザー

オート ヒ ンジ

フ ロ アヒ ンジ

ピ ポッ ト ヒ ンジＮ Ｐ

ＡＤ

ＳＤ

ＬＤ

ＳＳＤ

ＷＤ

ア ル ミ ニ ウ ム 製

種     別

鋼     製

鋼  製  軽  量

ス テ ン レ ス 製

木   製

窓戸

ＡＷ

ＳＷ

ＳＳＷ

ＷＷ

ガラリ

ＡＧ

ＳＧ

ＳＳＧ

ＷＧ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

紙障子

Ｐ Ｈ

ふすま

ＡＳ

ＳＳ

ＬＳ

ＳＳＳ

網戸

ａＷ

2
0
0

断面

1
0
0

シーリング(ＭＳ－２)
１０×１０

無収縮モルタル充填

3
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断面

後施工アンカー Ｄ１６
＠４５０程度
(露出長 ６０)

H

W100

シーリング(ＭＳ－２)
１０×１０

シーリング(ＭＳ－２)
１０×１０

平面

後施工アンカー Ｄ１６
＠４５０程度
(露出長 ６０)

無収縮モルタル充填

シーリング(ＭＳ－２)
２０×１５

シーリング(ＭＳ－２)
２０×１５

180 2050

後施工アンカー Ｄ１６
＠４５０程度
(露出長 ６０)

シーリング(ＭＳ－２)
１０×１０

230

160

180 20

シーリング(ＭＳ－２)
１０×１０

20 200 230
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5
0

1
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Ｓ－１

6
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100

2
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4
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5
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2
,
1
0
0

1
8
0

平面

モルタル充填

シーリング(ＭＳ－２)

65 65

25 40 40 25

900

２５×１５

モルタル充填 シーリング(ＭＳ－２)
１５×１０

シーリング(ＭＳ－２)モルタル充填

Ｓ－２

鋼製建具廻り詳細図

Ｓ－１（発電機室）Ｓ－１ Ｓ－２

DW

無収縮モルタル充填

1
8
0

2
0

5
0

モルタル充填

Ａ－１０

2
0
0

１Ｆ　減菌室

６００×４００

2
0
0

250～300

甲府市上曽根町1007-2
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Ｓ－２（滅菌室）



工 事 場 所

甲府市上下水道局 契約番号

縮 尺

マイクロNo.

分 割図　面　名 １：１００

（そ－５）北部第1配水池浸水対策工事工 事 名

Ａ－１１仮設平面図
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Ｎ

16,620

15,000 1,620

X1 X2 X3

滅菌室

凡　　例

　床養生を示す。

　仮設枠組本足場（シート養生共）を示す。

　脚立足場を示す。

ポンプ室

1,000

1
,
0
0
0

１階仮設平面図　S=1:100

屋根仮設平面図　S=1:100

枠組本足場

枠組本足場
L=12.50　H=7.60

枠組本足場
L=18.50　H=7.60

L=12.50　H=5.75

枠組本足場
L=18.50　H=5.75

枠組本足場
L=18.50　H=5.75

L=12.50　H=5.75
枠組本足場

L=12.50　H=7.60
枠組本足場

枠組本足場
L=18.50　H=7.60

発電機室

甲府市上曽根町1007-2



VCT

200A
7.2kV
3PDS

12.5kA
7.2kV 600A
VCB

CT×2
20/5A

CTT
I <

×2
A

PTT

COS
φ W

V

0.5-1-0.5

E1(LA)

LA×3
8.4kV
5kA

CT×2
500/5A

6600/110V
PT×2

AA

配線用遮断器

柱上気中遮断器

電圧調整装置

周波数計

積算電力量計

ＭＣＣＢ

ＰＡＳ

ＡＶＲ

Ｈｚ

Ｗｈ

力 率 計

電 力 計

交流電圧計切換スイッチ

交流電圧計

交流電流計切換スイッチ

交流電流計

名　　称記 号

 凡 例 

零相変流器

計器用変圧器

計器用変流器

地絡方向継電器

過電圧継電器

過電流継電器

不足電圧継電器

ＺＣＴ

ＶＴ

ＣＴ

取引用変成器ＶＣＴ

ＣＯＳφ

Ｗ

ＶＳ

Ｖ

ＡＳ

Ａ

Ｉ　＞

Ｕ＜

Ｉ＞

Ｕ＞

気中遮断器ＡＣＢ

電磁接触器ＭＣ

進相コンデンサＳＣ

ヒューズＦ

単相変圧器１φＴ

三相変圧器３φＴ

双投形電磁接触器ＤＴＭＣ

直列リアクトルＳＲ

真空遮断器ＶＣＢ

備 考

１５０／５Ａ
ＣＴｘ２ Ｉ＞ Ａ

ＶＲAVR

Ｈｚ

Ｖ

AC
EX

85kVA

ACG

自動始動発電機盤

DG

3φ3W 210V 50Hz

ラジエター式
I　　＞

ＰＡＳ
７．２ＫＶ　３００Ａ

３φ３Ｗ６６００Ｖ５０Ｈｚ
電力会社より

ＷＨ

6600/210V
3φTR

E2

MCCB
3P

V

PT×1

PF×2

30AF
MCCB
2P

VCB操作電源

E1(LA)

SA×3
8.4kV
5kA

6.6kV 200A
LBS

PF×3

50kVA
SC

DR

MCCB
3P Ｕ＞

Ｕ

ＤＴ。ＭＣ
４４０Ｖ６００Ａ

400AF
MCCB
3P

7.5
IM

MC

ELCB
3P

北
部
第
2配
水
池

No.1

CT×2
AA

AS

ZCT
3 E

送
水
ポ
ン
プ

7.5
IM

MC

ELCB
3P

北
部
第
2配
水
池

CT×2
AA

AS

ZCT
3 E

送
水
ポ
ン
プ

0.4
IM

THR

MC

ELCB
3P

電
気
室
フ
ァ
ン

30μF
SC

150μF
SC

150μF
SC

0.75
IM

THR

MC

ELCB
3P

発
電
機
室
フ
ァ
ン

30μF
SC

0.2
IM

THR

MC

ELCB
3P

滅
菌
室
フ
ァ
ン

15μF
SC

15

IM

MC

100AF
ELCB
3P

北
部
第
2送
水
池

No.1

CT×2

AS

ZCT
3 E

送
水
ポ
ン
プ

250μF
SC

AA

MC MC

15

IM

MC

100AF
ELCB
3P

北
部
第
2送
水
池

No.1

CT×2

AS

ZCT
3 E

送
水
ポ
ン
プ

250μF
SC

AA

MC MC

IM

MCCB
3P

50AF
MCCB
2P

50AF
MCCB
2P

50AF
MCCB
2P

50AF
MCCB
2P

50AF
MCCB
2P

50AF
MCCB
2P

50AF
MCCB
2P

200/100V
3kVA

1φTR
200/100V
3kVA

1φTR

E2 E2

共
通
操
作
電
源

盤
内
照
明

予
備

計
装
電
源

テ
レ
メ
｜
タ
電
源

引込受電盤

変圧器盤

計装盤北部第2配水池送水ポンプ盤 北部第2送水池送水ポンプ盤

高圧単線結線図 １／１ 分 割縮 尺

マイクロNo.甲府市上下水道局

図　面　名

工 事 場 所

工  事  名

契約番号

（そ－５）北部第１配水池浸水対策工事 

Ｅ－１

電気室へ移設

0.4
IM

THR

MC

ELCB
3P

電
気
室
フ
ァ
ン

30μF
SC

No.1 No.2
予
　
備

予
　
備

予
　
備

VS

AS

VS

AS

VS

AS

PT×1

EF×2

VCB操作電源

EF×2

30AF
MCCB
3P

15

IM

白
井
・
文
珠
配
水
ポ
ン
プ

15

IM

225AF
ELCB
3P

白
井
・
文
珠
配
水
ポ
ン
プ

225AF
ELCB
3P

CT×2 AA
AS

CT×2 AA
AS

15

IM

MC

225AF
ELCB
3P

白
井
・
文
珠
配
水
ポ
ン
プ

No.3

CT×2 AA
AS

白井・文珠配水ポンプ盤

MC

ZCT
3 E

ZCT
3 E

ZCT
3 E

225AF
MCCB
3P

100/5A 100/5A 100/5A

MC MC

ACL

DCL

ノイズフィルタ

ノイズフィルタ

ACL

MC
30AF
MCCB
2P

30AF
MCCB
2P

30AF
MCCB
2P

制
御
電
源

盤
内
フ
ァ
ン
電
源

AC200V

AC200V

No.2インバータ盤

１．        は今回機器を示す。

注記）

２．        は今回再利用撤去機器を示す。

３．        は今回撤去機器を示す。

甲府市上曽根町1007-2

150kVA

75AF/75AT

50AF

75AF/75AT 5AF/5AT 5AF/5AT 10AF/10AT 5AF/5AT

取
水
ポ
ン
プ
盤

→

225AF150AT

旧
４
号
井
戸

建
築
動
力
盤

1.20.75
IM

MCCB
3P

滅
菌
機
制
御
盤

15AF/15AT

400AT

600/500AT

INV

No.2 No.1 No.2

ACL

INV

ACL



50AF
MCCB
3P

0.4
FS-1

0.4
FE-1

1.5
FS-2

THR

MC

50AF
ELCB
3P

発
電
機
室
給
気
フ
ァ
ン

THR

MC

50AF
ELCB
3P

予
備

50AF
MCCB
3P

制
御
電
源

建築動力盤

建築動力盤単線結線図・盤外形図 １／１0 分 割縮 尺

マイクロNo.甲府市上下水道局

図　面　名

工 事 場 所

工  事  名

契約番号

Ｅ－２

THR

MC

50AF
ELCB
3P

THR

MC

50AF
ELCB
3P

電
気
室
排
気
フ
ァ
ン

電
気
室
給
気
フ
ァ
ン

３φ３Ｗ21０Ｖ５０Ｈｚ
北部第2配水池送水盤より

N    P

A

CP-2

W

A A

COS
-1

-3 -4

-2 -1

CS
-1

G R

CS
-1

G R

CS
-1

G R

BS-1-2

CP-2 -3 -4

FI-1

800 300

1
0
0
0

　建築動力盤　

（故障復帰）

（ランプテスト）

B S

-2

-1

COS-1

 凡　例 

記　号 名　称　・　用　途

押釦スイッチ

　　〃

切換スイッチ

N　P 建築動力盤

電気室給気ファン

CP-1

-2

-3

-4

電源

（停止－運転）C S -1 操作スイッチ

CP-1 電気室排気ファン

発電機室給気ファン

（手動－自動）

FI-1

給気ファン
電気室

過負荷

給気ファン
地絡

排気ファン
電気室

過負荷

排気ファン
地絡

給気ファン
発電機室

過負荷

給気ファン
発電機室

地絡

1.5
FE-2

THR

MC

50AF
ELCB
3P

発
電
機
室
排
気
フ
ァ
ン

0.4
FE-3

THR

MC

3P

滅
菌
室
排
気
フ
ァ
ン

A

-5

-2

CS
-1

G R

-5

A

-6

-1

CS
-1

G R

-6

-5 発電機室排気ファン

-6 滅菌室排気ファン

排気ファン
発電機室

過負荷

排気ファン
発電機室

地絡

排気ファン
滅菌室

過負荷

排気ファン
滅菌室

地絡

電気室 電気室

COS-2 切換スイッチ（単独－連動）

CT
AA

CT
AA

CT
AA

CT
AA

CT
AA

800 300

1
3
0
0

（第1配水池,第2配水池配水流量）
流量計変換器収納盤

600

流量計変換器収納盤

N    P N    P

１．        は今回機器を示す。

注記）

２．        は今回再利用撤去機器を示す。

200

8
0
0

900

電力量計盤

（そ－５）北部第１配水池浸水対策工事 

甲府市上曽根町1007-2

撤去 移設

（平瀬・昭和混合系流入流量）
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改修前屋根伏図　S=1:100

滅菌室

発電機室

北部第１配水池配線図（撤去） １／１００ 分 割縮 尺

マイクロNo.甲府市上下水道局

図　面　名

工 事 場 所

工  事  名

契約番号

Ｅ－４
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2,500

1

No.

凡例

8

機器名称

引込受電盤

変圧器盤

白井・文殊配水ポンプ盤

北部第2配水池送水ポンプ盤

計装盤

北部第2送水池送水ポンプ盤

L-1電灯分電盤

備　考

注）

1.　　　は今回工事を示す。

3. 盤移設の際は、停電作業とする。

P.BOX 200 ×100
SUS.WP(撤去)

7

6

5

4

3

2

1

2 3 4 5 6 7

8

9

9 No.2インバータ盤

10 11

10

11

流量計変換器収納盤（第1・第2配水池）

流量計変換器収納盤（平瀬・昭和）

電力量計盤12 再利用撤去

12

ケーブル引き戻し点

2. 　　 は今回再利用撤去を示す。

13

再利用撤去

再利用撤去

平瀬・昭和混合系流入量FI
3 （既設）

第1配水池直送配水流量FI
2 （既設）

第2配水池送水流量 FI
1（既設）

P.BOX 200 ×100
SUS.WP(撤去)

ケーブルラック（300W×1）

（既設）

ケーブルダクト（300W×200D）

（既設）

平瀬・昭和混合系流入量FI
3 （既設）

ケーブルダクト（300W×200D）

（既設）

6

滅菌室

電気室ポンプ室

ケーブルラック（300W×1）

（既設）

北部第１配水池テレメータ盤 KH1-TM

（そ－５）北部第１配水池浸水対策工事 

甲府市上曽根町1007-2

電力量計盤移設（一部撤去）

高圧引込柱
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北部第１配水池配線図（今回） １／１００ 分 割縮 尺

マイクロNo.甲府市上下水道局

図　面　名

工 事 場 所

工  事  名

契約番号
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改修後西側立面図　S=1:100
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注）

1.　　　は今回工事を示す。

4. 盤移設の際は、停電作業とする。

5. 建屋貫通部の止水には、自己膨潤性防水材料や

6. マンホール蓋の防水化は、建築工事にて行う。

   発泡ウレタン材料の使用を想定している。

1 2 3 4 5 6 7

8

9

10

1112

13

No.

凡例

8

機器名称

引込受電盤

変圧器盤

白井・文殊配水ポンプ盤

北部第2配水池送水ポンプ盤

計装盤

北部第2送水池送水ポンプ盤

北部第１配水池テレメータ盤

L-1電灯分電盤

備　考

7

6

5

4

3

2

1

9 No.2インバータ盤

10

11

流量計変換器収納盤（第1・第2配水池）

流量計変換器収納盤（平瀬・昭和）

電力量計盤12 移設

建築動力盤13 今回
管路、壁貫通部の防水処理

管路、壁貫通部の防水処理

2. 　　 は今回防水処理を示す。

3. 　　 は今回ピット築造工事を示す。

移設

移設

コア抜きφ50
（今回）

発電機室給気ファン FS-2
1.5

発電機室排気ファンFE-2
1.5

FE-1
0.4

電気室排気ファン

電気室給気ファンFS-1
0.4

FE-3
0.4

滅菌室排気ファン

平瀬・昭和混合系流入量FI
3 （既設）

第1配水池直送配水流量FI
2 （既設）

第2配水池送水流量 FI
1（既設）

開口閉鎖

平瀬・昭和混合系流入量FI
3 （既設）

ケーブルラック（300W×1）

（既設）

ケーブルダクト（300W×200D）

（既設）

ケーブルダクト（300W×200D）

（既設）

6

FE-3
0.4

滅菌室排気ファン

滅菌室

電気室ポンプ室

コア抜きφ50
（今回）

FE-1
0.4

電気室排気ファン P.BOX（150 ×100）
(今回)

ケーブルラック（300W×1）

（既設）

P.BOX（150 ×100）
SUS.WP(今回)

ピット築造
(今回)

1
.
9

KH1-TM

（300W×200H×200D）

（φ150×200D程度）

管路、壁貫通部の防水処理
（200W×200H×200D）

管路、壁貫通部の防水処理
（300W×200H×200D）

（CP36×3）

（そ－５）北部第１配水池浸水対策工事 

甲府市上曽根町1007-2
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配　　線　　表

配線番号
自 至 配　線　仕　様 端　末 接地線 電　線　管

記　号 名　　称 記　号 名　　称 種別、サイズ、芯数、本数 屋外 屋内 種別、サイズ 種別、サイズ、本数
備　　考

S  1001 引込受電盤（ケーブル引き戻し点） 電力量計盤 CEE 2
□

- 7c

S  1002 計装盤 流量計変換器収納盤（第1・第2配水池） 600v-CV 3.5
□

- 2c

S  1003 　〃 F-1 第2配水池送水流量変換器 600v-CV 3.5
□

- 2c

S  1004 　〃 　〃 　〃 CVV-S 2
□

- 2c

R  1005 　〃 　〃 　〃 IV 3.5
□

x 2 CP 22mm x 2

R  1006 F-1 第2配水池送水流量変換器 FI-1 第2配水池送水流量 ｾﾝﾖｳｹｰﾌﾙ x 2 CP 22mm x 2

S  1007 計装盤 F-2 第1配水池直送配水流量変換器 600v-CV 3.5
□

- 2c

S  1008 　〃 　〃 　〃 CVV-S 2
□

- 2c

R  1009 　〃 　〃 　〃 IV 3.5
□

x 2 CP 22mm x 2

R  1010 F-2 第1配水池直送配水流量変換器 FI-2 第1配水池直送配水流量 ｾﾝﾖｳｹｰﾌﾙ x 2 CP 22mm x 2

S  1011 計装盤 流量計変換器収納盤（平瀬・昭和） 600v-CE 3.5
□

- 2c

S  1012 　〃 　〃 CEE-S 2
□

- 6c

R  1013 　〃 　〃 IE 3.5
□ CP 22mm x 3

R  1014 F-3 平瀬・昭和混合系流入量変換器 FI-3 平瀬・昭和混合系流入量 ｾﾝﾖｳｹｰﾌﾙ x 2

M  1015 引込受電盤（ケーブル引き戻し点） 電力量計盤 CEE 2
□

- 7c

 1016 　〃 　〃 CP 22mm

M  1017 計装盤 流量計変換器収納盤（第1・第2配水池） 600v-CV 3.5
□

- 2c

 1018 　〃 　〃 IE 3.5
□

x 2 CP 54mm x 2

M  1019 　〃 F-1 第2配水池送水流量変換器 600v-CV 3.5
□

- 2c

M  1020 　〃 　〃 　〃 CVV-S 2
□

- 2c

M  1021 　〃 F-2 第1配水池直送配水流量変換器 600v-CV 3.5
□

- 2c

M  1022 　〃 　〃 　〃 CVV-S 2
□

- 2c

 1023 F-1 第2配水池送水流量変換器 FI-1 第2配水池送水流量 ｾﾝﾖｳｹｰﾌﾙ x 2

 1024 F-2 第1配水池直送配水流量変換器 FI-2 第1配水池直送配水流量 ｾﾝﾖｳｹｰﾌﾙ x 2

M  1025 計装盤 流量計変換器収納盤（平瀬・昭和） 600v-CE 3.5
□

- 2c

M  1026 　〃 　〃 CEE-S 2
□

- 6c

 1027 　〃 　〃 IE 3.5
□ CP 54mm x 2

 1028 F-3 平瀬・昭和混合系流入量変換器 FI-3 平瀬・昭和混合系流入量 ｾﾝﾖｳｹｰﾌﾙ x 2

 1029 北部第2配水池送水ポンプ盤 P-1 建築動力盤 600v-CE 3.5
□

- 3c IE 3.5
□ CP 54mm

 1030 P-1 建築動力盤 FS-1 電気室給気ファン 600v-CE 2
□

- 3c IE 3.5
□ CP 28mm

配　　線　　表

配線番号
自 至 配　線　仕　様 端　末 接地線 電　線　管

記　号 名　　称 記　号 名　　称 種別、サイズ、芯数、本数 屋外 屋内 種別、サイズ 種別、サイズ、本数
備　　考

北部第１配水池 (  2/  2)

 1031 P-1 建築動力盤 FE-1 電気室排気ファン 600v-CE 2
□

- 3c IE 3.5
□ CP 28mm

 1032 　〃 　〃 FS-2 発電機室給気ファン 600v-CE 2
□

- 3c IE 3.5
□ CP 28mm

 1033 　〃 　〃 FE-2 発電機室排気ファン 600v-CE 2
□

- 3c IE 3.5
□ CP 28mm

 1034 　〃 　〃 FE-3 滅菌室排気ファン 600v-CE 2
□

- 3c IE 3.5
□ CP 28mm

北部第１配水池 (  1/  2)

１．Sは再利用撤去を示す。

注記）

２．Mは移設を示す。

３．Rは撤去を示す。

１．共通仕様
（１）図面及び特記仕様に記載されてない事項は、全て１）による。

・本工事に際しては、安全管理の徹底等、業務に支障のないよう施工すること。

　

　

・図面に特別指示なくも技術上、構造上、美観上当然必要とみとめられるものは、請負者負担において、

　良心的に行うものとする。

・工事進行状況に応じて疑義が発生した場合、速やかに監督職員と協議の上着手し、独断での設計変更は避けること。

・本工事における現場発生材等については、監督職員と協議の上適切な処理を行うものとする。

・施工後には、各種試験を適切に行うこと。

・屋外（多湿所）に使用するプルボックス、支持金物及びビス類はステンレス製とすること。

・ハンドホ－ル、幹線用プルボックス及び、分電盤等要所の電線等には、プラスチック製の

　名札を取付け、配線サイズ、系統種別、行先、施工年月日及び施工者名を刻印表示する。

・電力量計移設を行う際は、電力会社と協議・手続きなどは請負者の負担で行うこと。

　１）国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編・最新年度版）」
「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編・最新年度版）」

及び「公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編・最新年度版）」

・本工事設計書は、工事の概要を示すもので、施工者は着手前に十分現場確認・調査の上施工するものとする。

２.特記事項

配線表・特記仕様書

特記仕様書（電気設備工事）


